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研究の概要（200～300 字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。）  

本 研 究 で は 福 祉 教 育 専 門 学 校 生 を 対 象 と し て ， 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 と 人 格

特 性 的 自 己 効 力 感 ( G S E )が ， 初 め て の 介 護 実 習 を 経 験 す る こ と に よ っ て ど の よ う

に 変 化 す る の か ，そ し て 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 と G S E と の 因 果 関 係 に つ い て 検

討 す る 。平 常 通 り の 生 活 を 送 る 中 で は ，領 域 固 有 の 自 己 効 力 感 も G S E も 変 化 せ ず ，

G S E が 領 域 固 有 の 自 己 効 力 感 に 与 え る 影 響 の 方 が 領 域 固 有 の 自 己 効 力 感 が G S E

に 与 え る 影 響 よ り も 強 か っ た 。 し か し ， 介 護 福 祉 士 に な る た め の 専 門 学 校 生 に と

っ て ， 自 我 関 与 的 な 経 験 で あ る 介 護 実 習 で の 成 功 経 験 ・ 失 敗 経 験 は ， 介 護 に 関 す

る 自 己 効 力 感 に 大 き く 影 響 し ， G S E に も 強 い 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る 。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。）  

〔  人格特性的自己効力感 〕 〔 介護に関する自己効力感 〕 〔      変化 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

質問紙調査 

本 調 査 で は 介 護 福 祉 士 を 目 指 す 専 門 学 校 生 を 対 象 と し て ， 介護に関する自己効力感と

人格特性的自己効力感(以下，GSE と表記)が， 初 め て の 介 護 実 習 を 経 験 す る こ と に よ っ て ど

の よ う に 変 化 す る の か ， そ し て 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 と G S E と の 因 果 関 係 に つ

い て 検 討 し た 。  

調査対象者：1 回目の調査は介 護 福 祉 士 を 目 指 す 専 門 学 校 生 5 5 名 ， 2 回目が 5 4 名 ， 3 回目

が 5 2 名 。  

分 析 対 象 者 ： 1 回 目 か ら 3 回 目 ま で の す べ て の 調 査 に ご 協 力 く だ さ っ た 4 9 名 （ 男

性 11 名 ／ 女 性 3 8 名 ）， 平 均 年 齢 1 8 . 8 8 歳 ( S D = . 4 8 )。  

手 続 き ： 1 回 目 の 調 査 は 2 0 0 8 年 1 0 月 6 日 ， 2 回 目 は 2 0 0 8 年 11 月 1 0 日 ， 3 回 目

は 2 0 0 9 年 2 月 2 日 ， 講 義 時 間 内 に 質 問 紙 を 配 布 し ， そ の 場 で 集 団 実 施 し

た 。 な お 介 護 実 習 は 1 0 月 1 8 日 ～ 11 月 2 日 ま で の 2 週 間 だ っ た 。  

質 問 紙 ： ( a )介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 尺 度 。 介 護 実 習 で 求 め ら れ る 技 術 に つ い て ，

大 学 教 員 1 名 ， 福 祉 教 育 専 門 学 校 の 教 員 2 名 と 協 議 し 7 項 目 （ 身 体 介 助 ，

食 事 介 助 ， 心 理 的 な 支 援 ， 利 用 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ， 介 護 者 同 士 の

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ，的 確 な 記 録 ・ 記 述 ，高 い 倫 理 性 の 保 持 ）を 選 定 し た 。

「 よ く で き る 5」 か ら 「 で き な い 1」 ま で の 5 件 法 で 回 答 を 求 め た 。 な お

α = . 7 5（ 1 回 目 ）， α = . 6 9（ 2 回 目 ）， α = . 7 4（ 3 回 目 ）  ( b )主 観 的 な 感 覚

に 焦 点 を 当 て た 6 項 目 か ら な る G S E 尺 度（ 三 好 ，2 0 0 3）。B a n d u r a ( 1 9 7 7 )，

坂 野 ・ 東 條 ( 1 9 8 6 ,  1 9 9 3 )の 定 義 に 従 っ て 項 目 が 用 意 さ れ て お り ， 信 頼 性 ・

妥 当 性 と も に 十 分 に 高 い こ と が 確 認 さ れ て い る 。「 非 常 に 当 て は ま る 5」か

ら 「 全 く 当 て は ま ら な い 1」 ま で の 5 件 法 で 回 答 を 求 め た 。 α = . 8 3（ 1 回

目 ）， α = . 7 9（ 2 回 目 ）， α = . 8 3（ 3 回 目 ）  

 

【 結 果 】  

 

介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 と GS E の 変 化  

介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 尺 度 の 合 計 得 点 の 平 均 値 は ， 1 回 目 が  M = 2 1 . 1 ( S D = 4 . 2 )，

介 護 実 習 後 で あ る 2 回 目 が  M = 2 3 . 7 ( S D = 3 . 4 )， 3 ヶ 月 後 で あ る 3 回 目 が  

M = 2 2 . 5 ( S D = 3 . 9 )で あ り ， 1 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 主 効 果 は

F ( 2 ,  9 6 ) = 1 5 . 0 で あ り ， 0 . 0 1 % 水 準 で 有 意 だ っ た 。 平 均 値 間 の 差 の 検 定

( B o n f e r r o n i の 方 法 )を 行 っ た 結 果 ，す べ て の 時 点 に お い て 平 均 値 の 差 は 5 %

水 準 で 有 意 だ っ た 。 つ ま り 1 回 目 よ り も ， 介 護 実 習 後 で あ る 2 回 目 調 査 に

お け る 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 の 平 均 値 が 有 意 に 高 く ， 実 習 の 3 ヶ 月 後 で

あ る 3 回 目 は 2 回 目 よ り も 有 意 に 平 均 値 が 低 か っ た が ， 1 回 目 よ り は 有 意

に 高 か っ た 。  

G S E 尺 度 の 合 計 得 点 の 平 均 値 は ， 1 回 目 が  M = 1 7 . 6 ( S D = 5 . 0 )， 介 護 実 習 後 で あ る 2

回 目 が  M = 1 7 . 5 ( S D = 4 . 6 )， 3 ヶ 月 後 で あ る 3 回 目 が  M = 1 6 . 9 ( S D = 5 . 1 )で あ

り ， 1 要 因 の 分 散 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 主 効 果 は F ( 1 . 8 ,  8 4 . 9 ) = 1 . 2 7 で

あ り ， 5 %水 準 で 有 意 で は な か っ た 。 つ ま り G S E は 1 回 目 か ら 3 回 目 調 査

ま で ， 安 定 し て お り ， 平 均 値 に 有 意 な 変 化 が 認 め ら れ な か っ た 。  

 

介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 と GS E の 因 果 関 係  

 本 研 究 で は 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 と G S E の 因 果 関 係 に つ い て 検 討 す る た め

に ， A M O S 4 を 用 い て シ ン ク ロ ナ ウ ス ・ イ フ ェ ク ツ ・ モ デ ル ( S y n c h r o n o u s  E f f e c t s  

M o d e l ) に よ っ て 検 討 し た 。 シ ン ク ロ ナ ウ ス ・ イ フ ェ ク ツ ・ モ デ ル と は ， 同 一 時 点

に お け る 2 要 因 の 双 方 向 の 効 果 を 検 討 す る た め の モ デ ル で あ り ，縦 断 デ ー タ か ら 得

ら れ る 情 報 に よ っ て 2 要 因 の 双 方 向 の 効 果 を 同 時 に 推 定 す る こ と が で き る と い う  
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研究成果の概要 つ づ き  

 

因 果 関 係 を 分 析 す る 統 計 的 手 法 で あ る ( F i n k e l ,  1 9 9 5 )。  

適 合 度  

① 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 と G S E の シ ン ク ロ ナ ウ ス ・ イ フ ェ ク ツ ・ モ デ ル（ 1 回

目 か ら 2 回 目 ）： χ 2 ( 1 ,  N  =  4 7 )  =  . 2 2 ,  n s ,  G F I  =  1 . 0 0 ,  A G F I  =  . 9 8 ,  C F I  =  1 . 0 0 ,  

R M S E A =  . 0 0 .  

②（ 1 回 目 か ら 3 回 目 ）：χ 2 ( 1 ,  N  =  4 7 )  =  . 0 2 ,  n s ,  G F I  =  1 . 0 0 ,  A G F I  =  1 . 0 0 ,  C F I  

=  1 . 0 0 ,  R M S E A =  . 0 0 .  

③ （ 2 回 目 か ら 3 回 目 ）： χ 2 ( 1 ,  N  =  4 9 )  =  3 . 0 1 ,  n s ,  G F I  =  . 9 7 ,  A G F I  =  . 7 1 ,  C F I  

=  . 9 8 ,  R M S E A =  . 2 1 .  

し た が っ て 適 合 度 指 標 の 値 が 十 分 で あ る ① （ 1 回 目 か ら 2 回 目 ） と ② （ 1 回 目 か

ら 3 回 目 ） に お け る 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 と G S E の シ ン ク ロ ナ ウ ス ・ イ フ ェ

ク ツ ・ モ デ ル の 結 果 を 検 討 し た 。  

パ ス 係 数  

①  1 回 目 の 調 査 時 点 で の 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 と G S E と の 相 関 係 数 は

r = . 3 9 ( p < . 0 5 )だ っ た 。 そ し て 1 回 目 の 調 査 の 「 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 」 が 2

回 目 の 調 査 の 「 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 」 を β = . 5 6 ( p < . 0 0 1 ) で 予 測 し て い た 。

「 G S E」も 1 回 目 が 2 回 目 を β = . 8 0 ( p < . 0 0 1 )と い う 強 さ で 予 測 し て お り ，「 G S E」

の 方 が「 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 」よ り も 安 定 し て い る こ と が 示 さ れ た 。ま た

2 回 目 の 「 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 」 と 「 G S E」 と の 双 方 向 の 因 果 関 係 に つ い

て は ，「 G S E」が「 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 」に 有 意 な 正 の 効 果 を 示 し (β = . 3 5 ,  

p < . 0 1 )，「 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 」 か ら 「 G S E」 へ の 影 響 は 認 め ら れ な か っ

た (β = - . 1 8 ,  n s . )。  

②  同 様 に ， 1 回 目 の 調 査 の 「 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 」 が 3 回 目 の 調 査 の 「 介 護

に 関 す る 自 己 効 力 感 」を β = . 5 2 ( p < . 0 0 1 )で 予 測 し て い た 。「 G S E」も 1 回 目 が 3

回 目 を β = . 7 5 ( p < . 0 0 1 ) と い う 強 さ で 予 測 し て お り ，「 G S E」 の 方 が 「 介 護 に 関

す る 自 己 効 力 感 」よ り も 安 定 し て い る こ と が 示 さ れ た 。ま た 3 回 目 の「 介 護 に

関 す る 自 己 効 力 感 」 と 「 G S E」 と の 双 方 向 の 因 果 関 係 に つ い て は ，「 G S E 」 が

「 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 」 に 有 意 な 正 の 効 果 を 示 し (β = . 3 6 ,  p < . 0 1 )，「 介 護

に 関 す る 自 己 効 力 感 」か ら「 G S E」へ の 影 響 は 認 め ら れ な か っ た (β = - . 0 9 ,  n s . )。 

 

ま と め  

  介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 と G S E に つ い て ， 介 護 実 習 の 前 後 と そ の 3 ヶ 月 後 の

平 均 値 に つ い て 分 散 分 析  → 介 護 実 習 に よ り 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 は 有 意

に 上 昇 し た が ，3 ヶ 月 後 に は 有 意 に 低 下（ 1 回 目 の 調 査 の 平 均 値 よ り は 高 い が ）。

一 方 G S E は ， 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 の 変 動 に も か か わ ら ず 変 化 し な い 。  

  介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 と G S E の シ ン ク ロ ナ ウ ス ・ イ フ ェ ク ツ ・ モ デ ル の 検

討  → 1 回 目 の 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 が 2 回 目（ 3 回 目 ）を 予 測 す る よ り も ，

1 回 目 の G S E が 2 回 目 （ 3 回 目 ） を 予 測 す る 方 が 強 い こ と か ら ， G S E の 方 が

介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 よ り も 安 定 し て い る 。  

  ま た 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 が G S E に 与 え る 影 響 は な く ，G S E が 介 護 に 関 す

る 自 己 効 力 感 を 規 定 し て い る 。  

つ ま り 介 護 福 祉 士 を 目 指 す 学 生 に と っ て ， 介 護 実 習 は 一 時 的 に 介 護 に 関 す る 自 己

効 力 感 を 高 め た が ， 自 我 関 与 の 高 い 領 域 に お け る 自 己 効 力 感 の 上 昇 に よ っ て さ え

も G S E は 変 化 せ ず ， 安 定 し て お り ， G S E が 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 を 規 定 し て

い る こ と が 示 さ れ た 。 ま た 介 護 実 習 の 3 ヶ 月 後 に お け る 3 回 目 の 調 査 に よ り ， 介

護 実 習 に よ っ て 一 時 的 に 上 昇 し た 介 護 に 関 す る 自 己 効 力 感 が ， 時 間 の 経 過 と と も

に も と の 水 準 に 戻 っ て し ま う 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

※  こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控

え 期 間 等 を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  


